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小山徹平（東新宿こころのクリニック・ＹＭＳＮ理事）

キャンパス内の銀杏並木が例年より色付きが遅く、

まだうっすらとしか黄色くなっていない頃、東京大学

駒場キャンパスで行われた「日本アクションメソッド

普及協会第１回東京大会」に参加しました。 

 一日で、SST、サイコドラマ、プレイバックシアタ

ーを学び体験できるという、非常に充実した内容の研

修会で、SSTは佐藤幸江先生（SST普及協会認定講師）、

サイコドラマは石川淳子先生（心理劇学会常任理事、

研修委員長）、プレイバックシアターは奥田かおり先

生（北海道医療大学講師）が担当されました。 

 

 SST のパートでは、「指示的」「マニュアル的」と思

われがちな誤解を解くべく、希望志向性やリカバリー

に重きを置く点などが強く強調され、体験を通じて

SST の本質が伝えられていたように感じました。また

創始者リバーマンの言葉を引用し、「話し合うよりも

やりながら学んでいく活動的な治療法」として、アク

ションメソッドとしての側面も強調されていたよう

に思いました。 

実際にはまず「ほめ言葉を伝えるスキル」をテーマ

にベラック方式の SST を体験が行われ、その後シナリ

オを用いてリバーマンの SST の体験が行われました。

ベラック方式の SSTの体験では、ウォーミングアップ

が行われた後、まずリーダーによってモデルが提示さ

れ、次にペアでロールプレイが行われました。その中

で個人的に印象的だったことのひとつに、リーダーの

何気ないある言葉かけがありました。それは、プリン

ト／板書にあるスキルのステップを参加者に読んで

もらう際のリーダーの発言でした。 

「皆さんに聞こえる声で読んでください。」 

自分も普段SSTを行っている中で参加者に読み上げて

もらう場面はあります。その際自分は、“スキルを使

う際のポイントを示したポスター”の文言よろしく、

適切な行動のプロンプ

トも兼ねて、「はっきり

と大きな声で……」と言

っていました。 

しかしながら、SST が

「集団」「グループ」「場」

で行われている技法で

あること、そしてスキル

は「他者との相互作用」

の機能を持っていることを考えると、「皆さんに聞こ

える声で……」は「はっきりと大きな声で……」より、

より有効な意識づけになっているように感じました。

「スキルを使う際の場への意識」も含め、誰に届かせ

たいのか、誰に向けたスキルなのかといったコミュニ

ケーションの相互作用としての側面をより強調した

い場合には、このような言葉かけが有効であると気づ

かされました。本体験の中で、「ほめ言葉を伝えるス

キル」を、「会話のきっかけにもなるスキル」として

意義付けされていた点も、同じ視点からとても有効だ

と感じ、自分はついつい行動の正起に意識が偏りがち

で、参加者の“「場の意識」を育てる”といった視点

が抜けがちであることを反省しました。また個人的に

は、ペアでのロールプレイの際に、ほめ言葉を伝えら

れる側として「『いえいえ』と台無しにせずに受け取

る」練習ができたことも有意義な体験でした。 

 

サイコドラマのパートでは、「楽しむドラマ」（サイ

コドラマには、大きく分けると「楽しむドラマ」と、

個人の歴史をさかのぼり内的な問題を解決する「深め

るドラマ」があるとのこと）の体験が行われました。

テーマは「あなたの人生で一番輝いている日」でした。

何人かの参加者が主人公となり、何人かの研修参加者

／もしくは全員が脇役を担いながら、いくつかの「人
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生で一番輝いている日」の状況が作られていきました。 

講師の先生はディレクターとして、本人とやり取り

しながらドラマを作っていくのですが、単にその日／

時の場面や状況を再現するというより、主人公の方が

その日見てその日感じた世界を作られていっている

印象を個人的には受けました（この点は解説として言

語化されたわけではなく、あくまで個人的な印象、感

想です）。作られた各ドラマの具体的な内容は個人情

報を含みますのでここでは明記できませんが、作られ

ていくうちに場の空気は明らかに変わっていき、主人

公の方は懐かしさや感動から涙されたり、カタルシス

を得て表情が大きく変わられたりしていました。自分

も、場を共有している者として、情動が大きく揺さぶ

られる体験になりました。 

 

プレイバックシアターとは、人々の日常で起こる出

来事やその出来事の中にある気持ちを即興で演じる

演劇とされ、物語の中にある叡智を引き出し皆で共有

し、人生を豊かにするものとされています。研修では、

ある一人の参加者がテラーとしてコンダクター（司会

進行役）の横に座り、体験したことや、日常で気にな

った出来事、印象に残っている場面を語り、その語り

をベースに即興でアクターとミュージシャン（当日は

3 名の役者さんと 1 名の楽器音楽担当の方で構成）に

よってパフォーマンスされました。サイコドラマと同

様、各パフォーマンスの具体的な内容は個人情報なの

で……と言いたい所ですが、何人か登場したテラーの

内の一人が自分なので、恥を忍んでここに内容を記し

たいと思います。 

パフォーマンスして頂いたのは、最近 20 年ぶりに

同居し始めた母との場面でした。居間で TV を一緒に

観ている時、母は途中から番組内容が分からなくなっ

て「これはどういうこと？」と説明を求めてきたり、

文脈から外れた頓珍漢な感想を発言したりします。以

前よりも頭の回転が遅くなり、物分かりが悪くなって

いるのは明らか。自分はそんな母の老化を受け止めき

れず、思わずイライラ。「なんでそんな事も分からな

いの？」「何を変な事言ってるの？」「昔はこんなじゃ

なかったよ」。後に自分一人になった時に反省し、今

わが身に起きている

事は「まだしっかり

していた頃の母の喪

失に他ならない」と

気が付き、自分のイ

ライラの向こう側に

ある不安や悲しみに

気付き、それによっ

て少し落ち着いたと

いうエピソードを扱って頂きました。今回パフォーマ

ンスを通して追体験したことで、「今自分は、親から

面倒をみられる役割から、親の面倒を見る役割へと変

わった事を、覚悟を持って引き受けられているのかも」

という気持ちになり、さらにこの体験を深く受け止め

ることができたように感じました。プレイバックシア

ターを通して、意味深い経験として持ち帰ることがで

き、非常にいい体験となりました。 

 

3 つのアクションメソッドを同日に学ぶという非常

に貴重な機会となりました。同日ゆえに、様々な比較

や検討が個人内で起こり、終わった頃には頭と胸の中

がぱんぱんに膨らんでいた様な気がします。その日は、

すっかり暗くなった駒場東大前駅のホームで頭を冷

やしてから帰路につきました。 

 

（日本アクションメソッド普及協会第１回東京大会、

日時：令和 5年 11 月 12日 10：30－16：30、主催：日

本アクションメソッド普及協会 後援：日本心理劇学

会） 
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松浦 彰久（埼玉精神神経センター） 

 

2023 年 12 月 16 日、17 日に開催された、ＳＳＴ普

及協会第 27回学術集会in金沢に参加してまいりまし

た。 

事前に抄録集を見ながら、認定講師スキルアップ研

修会からパネル・ディスカッションまで、興味深い内

容がたくさんあり、学術集会としては、久しぶりに会

場にお伺いし、ＳＳＴ同志の方々とお会いできる機会

があることがうれしく、とても楽しみにしていました。

学術集会のテーマ「わかる、伝わる、つながるソーシ

ャルスキル－ＳＳＴで新しい時代を拓こう」にある、

未来のＳＳＴはどうなっていくのだろうと、期待をし

ながら参加してきましたので、学びとなったことをご

報告いたします。 

認定講師スキルアップ研修会では、初級研修会の新

テキストについて改訂のポイントをご教示いただき

ました。新テキストは、リバーマンによって書かれた

「精神障害と回復―リバーマンのリハビリテーショ

ン・マニュアル」に基づいて医療領域に限らない他領

域でも使えるテキストとして、また、用語や各概念、

理論なども、改められています。 

また、研修会の中ではワークとして、「リーダーひ

とりメンバーひとりのＳＳＴを『個別ＳＳＴ』、『個人

ＳＳＴ』のどちらの呼び方でテキストに掲載すると良

いのか」、や「『ＳＳＴの支援観』を初級研修会でどう

伝えるか」など議論を行いました。 

「個別ＳＳＴ」と「個人ＳＳＴ」について、どちら

の呼び方をしているか、研修参加者はちょうど半々に

割れました。それぞれの言葉の意味や、他治療技法で

はどう使われているか、一般的には二つの言葉にはど

のような違いがあるのかなど話し合いましたが、言葉

ひとつとっても、いろんな考え方や、捉え方、歴史が

あり、意見が分かれてしまい、その様子を見ていて、

ＳＳＴが広く普及していることともに、多様化してい

るということを実感しました。 

また、ＳＳＴのおもしろさや支援観を、いかにして

初級研修会の中で伝えるかという、運営する講師とし

て共有できる工夫ややり方についてのディスカッシ

ョンも、大変に白熱しておもしろかったです。ＳＳＴ

も初級研修会も、いろいろなあり方があって、大事な

ことが受講生に伝わるようにいかに工夫するのかと

いう、講師の魂に触れることができた、貴重な体験で

した。 

大会長講演は、「発達障害の特性を理解した関りを

目指して」というテーマでした。職場である精神科デ

イケアでは、「発達障害」の利用者が増えてきていま

す。様々な病名の利用者が混在する中で、それぞれ生

活上の特性は何なのか、悩みながらリハビリテーショ

ンを行っています。 

大会長菊知先生のご講演を聞き、発達障害の特性を、

脳機能の視点から理解することができ、少し心が軽く

なりました。自分自身が行う支援の中で、ルールを押

し付けてしまったな、本人の大事にしていることを無

視してしまったなと、うまくいかなかったことを思い

出しながら、菊知先生は、「発達障害の人はすでにた

くさんのことを我慢していて、自分の信念を押さえ、

 

SST 普及協会副会長講演の様子 
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時に周囲に合わせようと過剰適応になっている」など、

わかりやすくご教示くださり、明日からの支援の中で

発想を変えられそうと、これからの職場での変化を期

待することができました。 

今回の学術集会では、特にＳＳＴの歴史にたくさん

触れることができました。リバーマン先生が最初に開

発をした「対人的効果訓練」から、「精神障碍者のた

めにパーケージしたＳＳＴ」、そして「リカバリー志

向のＳＳＴ」と変化した過程や、これからの広がりに

ついて、安西先生の協会副会長講演、パネル・ディス

カッションで取り上げられていました。時代と共にＳ

ＳＴが変化しているとも思いましたが、時代の必要性

に応じてＳＳＴが多様化しているのだと、理解をしま

した。 

パネル・ディスカッションでは、従来から行われて

いる「ｂ-ＳＳＴ」と、これからのＳＳＴとして共同

創造型ＳＳＴ（ｃｏ-ＳＳＴ）の提案がありました。

ｃｏ-ＳＳＴは、次の時代のＳＳＴとして、内発的動

機希望をさらに重視して主体的に自らが学べるＳＳ

Ｔ、そして社会認知や自己認知の評価と介入方法も取

り入れ行動療法から認知行動療法としてのＳＳＴと

紹介され、ｂ-ＳＳＴとｃｏ-ＳＳＴについて、ロール

プレイを用いて違いを見せていただきました。 

2 つのＳＳＴの違いについて、ディスカッションや

ロールプレイを見て思ったのは、脳機能研究の発展や、

認知機能における様々な治療技法の開発があるから

だと想像していますが、行動療法としてのこれまでの

ＳＳＴに、新たな理論や治療技法を統合して、ＳＳＴ

パッケージを再構成しているように感じられました。 

普段、ＳＳＴのリーダーが上手くいかないと悩んで

いるときは、グループワークのことや、認知機能につ

いてや、マインドフル・セルフ・コンパッションをは

じめとする「ニーズ」のことについてなど、ＳＳＴの

周辺にある技法や理論を学ぶことで、ＳＳＴセッショ

ンがよりよくなったり、精神科リハビリテーションが

充実したりするのではないかと、期待して勉強をして

います。ｃｏ-ＳＳＴを担えるようなリーダーになる

ためには、ｂ-ＳＳＴを基礎におき、様々な治療技法

や理論を理解し、活用できるようになることが必要な

ように感じました。 

統合失調症だけでなく、様々な対象者の方々にＳＳ

Ｔを行う機会が増えてきました。ＳＳＴメンバーにと

ってどんなＳＳＴだと実際に役に立ち、魅力的に感じ

られるのか、リーダーもメンバーもお互いにやってよ

かったと思えるようなＳＳＴを目指して、自分がこれ

から取り組めることがたくさん見えた学術集会でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SST 初級研修会の様子 
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片柳 光昭（せんだいＧ＆Ａクリニック） 

2024 年 1月 1日の夕方に、石川県能登半島を中心と

した大規模な地震により、甚大な被害が発生した。お

亡くなりになった方には心からお悔やみを申し上げ

ます。また、被害に遭われた方には心からお見舞いを

申し上げます。 

 

 この記事を執筆しているのは 1月 12 日であり、メ

ディアや職場の同僚から漏れ聞こえてくる話は、被害

が拡大しており、復旧も支援もこれからであるといっ

た内容に終始している。季節柄、寒さがこたえる時期

でもあり、被災地のことを考えるだけで胸が締めつけ

られる。 

その一方で、私は情報を積極的に取らないように心

がけている。PC を開いて目に触れる場合や、何かの機

会に耳に入ってくる場合を除いて、自分からは取りに

いかないようにしている。念のため誤解が生じないよ

うにお伝えするが、被災に遭われた地域、住民の方に

ついて関心がないということでは決してない。何か力

になれることはないかと常に考えているのは事実で

あるが、そのことと災害後の映像やニュースを見るこ

とは違うと考えている。これは、東日本大震災後の心

のケアをこれまで担ってきた自らの経験が、今の自分

自身の考え方に非常に大きく影響している。 

大きな自然災害が発生すると、誰もが何か役に立て

ないかと考えるのは極めて自然な心の動きである。重

要なことはそこからである。われ先にと被災地に向か

うこと、とにかく現場に行ってみないとわからないと

色めき、思いつきによる行動は、自己満足以外の何も

のでもない。そのような行動をとる人の目には、被災

地や被災者の姿は決して映らないし、見えない。なぜ

ならその人たちに映るのは被災地で何かをしている、

そして動き回っている自分の姿だからである。東日本

大震災の約 1 年後から、被害の大きかった宮城県の沿

岸市町にて心のケアに関する業務を開始したが、その

ような光景は何回も目にしてきた。そして残念なこと

に、そのような心持ちで支援にあたった同僚が地域の

方にお叱りを受けたことも少なくなかった。 

外部の支援者の「良かれと思って」が、災害により

傷ついた地域の住民や支援者の心をさらに傷つけ、え

ぐるのだ。被災地での支援を継続して数年が経過した

後、地域の保健師から教えていただいたことがある。

「災害後に一番辛かったことは何か分かりますか？

住民への支援ではなく、外部から入ってくる人たちか

らの『私たちは何をすればいいのですか？指示をくだ

さい』という声に対応することでした。その人たちに

わざわざ仕事を作らなきゃいけなかったんです。断れ

るわけがないです、せっかく来てくれたのですから。

そうかといってお願いすることを伝えても、今度は

『私たちはその役割じゃない』『それは地元がやるべ

きでは？』と言われることもありました」と。その話

を聞いた時、胸が引き裂かれる思いになったのと同時

に、自分や自分の所属する組織の立ち居振る舞いが、

地域の方々がそのような思いになるようなことはし

ていないか、襟を正したことを鮮明に覚えている。 

今、国や県、あるいは他県からの応援も含めた行政

が 24時間体制の下、不眠不休で復興に向けて様々な

方面で導線を構築するべく動いている。そのすべてが

正解であるかどうかは分からない。行政の肩を持つわ

けではないが、全力で取り組んでいることは確かであ

る。我々にできることは、少なくともそれらの邪魔を

しないことなのだ。批判や非難は後からいくらでも言

えばいい。例えるなら、交通事故に遭い、大量の失血

をしている人の手当ては外科医に任せ、それ以外の人

間は外科医が手当てをスムーズに進められることを

見守ることと同じである。それは、交通事故に遭った

人の命を間接的に守っている行動であることを忘れ
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てはならない。 

では、被災地にいない私たちに今、出来ること何か。

それは通常に与えられている仕事や役割に取り組み、

日常生活に必要な経済活動を行い、元気で毎日過ごす

ことである。経済活動が維持できていれば、その分被

災地に回せるお金が増える。被災地ではない人が健康

を維持できていれば、その分必要な医療を被災地に向

 

 

 

 

最近のイロドリでは、月曜日の学習の時間は、

通信制の高校に通うメンバーの調理実習を一緒に

行い、料理の手順を提出するために写真撮りなが

ら、レシピ通りに作ったり、数学の課題を一緒に

行ったりしました。 

火、木の通常活動の際は、おやつ作りで焼き肉

タレ丼作りにはまった中学生がいて、新しいメン

バーの中学生が来た時も一緒に作って味わいまし

た。美味しかったです。新しい高校生のメンバー

は、甘いおやつの方が好きでホットケーキ作った

り、フレンチトーストを作りたいとリクエストし

てくれて、一緒に作ったりして楽しいです。

また、最近は中学生や高校生の新しいメンバー

が少しずつ増えてきていて、みんなの好きなもの

の話を聞くのが楽しいです。歴代の仮面ライダー

にハマっている子もいたり、お絵かきアプリで着

物を着た人を日本画風に描くのが好きな子もいた

り、ペットボトルキャップ野球が好きな子がいた

り、みんなそれぞれ好きなものが違うので、話す

のが楽しいです。 

 

                                           

                                                  

                                                                                        

では、被災地にいない私たちに今、出来ること何か。

れている仕事や役割に取り組み、

日常生活に必要な経済活動を行い、元気で毎日過ごす

ことである。経済活動が維持できていれば、その分被

災地に回せるお金が増える。被災地ではない人が健康

を維持できていれば、その分必要な医療を被災地に向

けることができる。何より、健康であることにより、

いずれ必要な時に必要な支援に携わることが出来る。

やみくもに自粛することなく、いつも通りにしっかり

と食べて、寝て、働き、役割を果たす。それは被災し

た地域や被災した方々への支援に繋がっている行動

と考える。 

 

 

 

 

 

 

最近のイロドリでは、月曜日の学習の時間は、

通信制の高校に通うメンバーの調理実習を一緒に

行い、料理の手順を提出するために写真撮りなが

ら、レシピ通りに作ったり、数学の課題を一緒に

火、木の通常活動の際は、おやつ作りで焼き肉

タレ丼作りにはまった中学生がいて、新しいメン

バーの中学生が来た時も一緒に作って味わいまし

た。美味しかったです。新しい高校生のメンバー

は、甘いおやつの方が好きでホットケーキ作った

り、フレンチトーストを作りたいとリクエストし

てくれて、一緒に作ったりして楽しいです。 

最近は中学生や高校生の新しいメンバー

が少しずつ増えてきていて、みんなの好きなもの

の話を聞くのが楽しいです。歴代の仮面ライダー

にハマっている子もいたり、お絵かきアプリで着

物を着た人を日本画風に描くのが好きな子もいた

り、ペットボトルキャップ野球が好きな子がいた

り、みんなそれぞれ好きなものが違うので、話す

メンバーでトランプしたり、神経衰弱したり、イロ

ドリで作ったオリジナルすごろくを作って、楽しん

でいたりもします。 

11 月には港南区のふれあい公園で行われた子ど

もフェスタにバザー出店して、みんなで作った手作

りのタイルコースターやくるみボタンのアームベ

ルトやボランティアさんから購入した編み物のポ

ーチなどの小物、駄菓子の詰め合わせなどを販売し

ました。駄菓子は午後には完売してうれ

す。バザー当日には、平日は学校で来

バーや OB も参加してくれて、お客さんへの声かけ

やチラシ配り、接客を頑張って行ってくれました。

12 月にはバザーの打ち上げで、メンバーのみん

なで食べ放題に行き、楽しく、おしゃべりして、好

きなものを一杯食べました。また、来年もバザー出

店できたら、うれしいです。

クリスマス会はたこ焼き、ミネストローネ、ケー

キをみんなで作り、パーティーを楽しみました。見

学の女の子も二人いて、最後にはプレザント交換を

して、どんなプレゼントが当たったか見せ合い、最

後までにぎやかに、笑顔で終わりました。また、来

年もみんなで集まって楽しみたいです。

これからもイロドリの活動を通して、みんなでお

やつ作ったり、遊んだり、お話して楽しく過ごして

いきたいです。     （ＹＭＳＮ
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して、どんなプレゼントが当たったか見せ合い、最

後までにぎやかに、笑顔で終わりました。また、来

年もみんなで集まって楽しみたいです。 
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や呼称の如何を問わず、すべての労働者と使用者に適用されます。障

害者雇用で働いている方も当然引上げられるのですが、単純に時間額

が上がったことを喜べない出来事がありました。

 既婚者であるＡさんは、前年までの時間額では「１０

でした。しかし昨年１１１２円に時間額が上がることで「１０６万の壁」と言われている社会保険の適

用条件の対象になってしまったのです。ほんの数十円の引き上げにより社会保険に加入をしなくてはな

らず、とても悩まれていました。雇用契約では週

側から、本人が希望されれば週１９

用条件を変更してもいいと提案して下さいました。しかし

の対象条件から外れてしまい、更に悩むことに。（雇用保険加入条件の

められている） 

Ａさんとは何度も相談をし、最終的には

は今回のことで、ご自身の体調や体力、今後の働き方などご家族と話し合い、決断されたようです。本

来は収入がアップするので喜ばしいことですが、狭間の条件で働いている方にとっては数十円アップで

働き方が大きく変わってしまう方もいるということ、

て学び直すことが出来た事例でした。

 

 

 

てきたのでお試しで開催。 

冬休み明けすぐだったので参加者は少ないと思っていましたが、予想以上に子供たちが来てくれて今年

も賑やかにスタート出来ました! カレーが出来るまでの間、強面メイクをしたおじ様たちがギター演奏

やゲームで盛り上げてくれ、笑顔いっぱいの会でした。

                                                  

                                          

 昨年１０月に神奈川県の最低賃金が時間額１１１２円になりました

（４１円引き上げ） 

県内の事業場で働く常用・臨時・パート・アルバイト等の雇用形態
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でした。しかし昨年１１１２円に時間額が上がることで「１０６万の壁」と言われている社会保険の適

用条件の対象になってしまったのです。ほんの数十円の引き上げにより社会保険に加入をしなくてはな

らず、とても悩まれていました。雇用契約では週２０時間以上勤務が条件でしたが、今回のことで企業

１９時間に減らして、社会保険に加入しなくても勤務が出来るように雇

用条件を変更してもいいと提案して下さいました。しかし１９時間に減らしてしまうと、雇用保険加入

ら外れてしまい、更に悩むことに。（雇用保険加入条件の 1 つに週

さんとは何度も相談をし、最終的には１９時間勤務に変更、改めて契約をして頂きました。

は今回のことで、ご自身の体調や体力、今後の働き方などご家族と話し合い、決断されたようです。本

来は収入がアップするので喜ばしいことですが、狭間の条件で働いている方にとっては数十円アップで

働き方が大きく変わってしまう方もいるということ、Ａさんの支援を通して制度や働き方について改め

て学び直すことが出来た事例でした。                   

（ＹＭＳＮ

 昨年 12月はクリスマス時期だったこともあり、子供たちの

参加も多く、港南区社会福祉協議会の樋口さん、ご友人の生

演奏で大いに盛り上げて頂きました。社会福祉協議会の方か

らはその他にも文具とお菓子も寄付して頂き、ビンゴ大会の

景品として子どもたちへプレゼントさせて頂きました。みん

なとても喜んでいました!ありがとうございました。

 1 月の子ども食堂はお休みの予定でしたが、周囲にも定着し

冬休み明けすぐだったので参加者は少ないと思っていましたが、予想以上に子供たちが来てくれて今年

カレーが出来るまでの間、強面メイクをしたおじ様たちがギター演奏

やゲームで盛り上げてくれ、笑顔いっぱいの会でした。          

（ＹＭＳＮ
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参加も多く、港南区社会福祉協議会の樋口さん、ご友人の生

演奏で大いに盛り上げて頂きました。社会福祉協議会の方か

らはその他にも文具とお菓子も寄付して頂き、ビンゴ大会の
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のゲームの日に中学生が遊びに来てく

の小学校だけでなく、少し離れた小学校の子どもた

ちも駄菓子を買いに来てくれて、トランプや

ジェンガで遊んだりしています。 

12 月には、中華街にあるマーラーカオ

屋さんからクリスマスプレゼントとしてホールの大

きいマーラーカオを無料でたくさん頂き

もたちにプレゼントを渡すとみんな笑顔でうれしそ

うにしていました。友だち同士で来た

た友だちにマーラーカオもらったよと伝えてく

 

 

 

 

 

キャリアデザインスクール(以下：

は現在、今年度残り３か月の参加者増員の為、プログ

ラムの合間を縫い、チラシのポスティング作業に奔走

しています。これには、クラスメイトを増やすべく、

ＣＤＳ参加者にもご協力頂いています。

は、交通費の実費のみを支給させて頂き、無給にて配

布作業をしているにも関わらず、皆さん嫌な顔一つせ

ずに黙々とポスティングをしている姿には頭が下が

る思いです。 

ポスティング自体は現在、ＣＤＳの拠点である上

大岡近辺の集合住宅から随時配布範囲を広げていき、

港南区、南区、磯子区、金沢区の団地等に配布しまし

た。チラシが一人でも多くのご家族やご本人の目に留

まる事を、まずは望みたいと存じます。

一方、ＣＤＳは長くてもスタンダードコース

Ｓｔ)、フレキシブルコース(以下Ｆｌ

期間が決まっているので、皆さんが慣れ

援期間終了となります。この 10 ヵ月を通し、よこは

ま型若者自立塾の名目ではありましたが、

はその名の通りの 20 代前半の若年層グループ、

コースは30代手前から39才迄の大人グループの印象

でした。Ｓｔコースはその経験の少なさからか、全体

                                                  

                                                                                        

  

最近の駄

菓子屋カフ

ェは、小学

2 年生から

6 年生、た

まに水曜日

のゲームの日に中学生が遊びに来てくれます。近く

の小学校だけでなく、少し離れた小学校の子どもた

駄菓子を買いに来てくれて、トランプや UNO、

 

中華街にあるマーラーカオ（蒸しパン）

レゼントとしてホールの大

きいマーラーカオを無料でたくさん頂きました。子ど

みんな笑顔でうれしそ

同士で来た子が公園で会っ

マーラーカオもらったよと伝えてくれて、

それを聞いた子どもが「マーラーカオをも

した」と何人も来て、うれしそうに大事に持って帰っ

ていく姿が印象的でした。

にマーラーカオをプレゼントしてくれる社長さんに

は感謝の気持ちで一杯です。

年末にはマーラーカオ屋さんへの感謝の気持ち

を込めて、子たちと一緒にありがとうの気持ちをポ

スターに書いて、社長さんにお渡ししました。

冬の駄菓子屋カフェは、

置いて、自由に出入りできるようになりました。コ

タツに入るのは初めてという小学生もいて、それぞ

れで駄菓子を食べながら、遊んだり、おしゃべりし

たり、楽しそうにしています。

これからも、地域の小学生や中学生と一緒に楽しく

笑って、駄菓子を食べながら、のんびり過ごしてい

きたいなぁと思います。（ＹＭＳＮ

以下：ＣＤＳ)の職員

か月の参加者増員の為、プログ

、チラシのポスティング作業に奔走

トを増やすべく、

頂いています。ＣＤＳ参加者

は、交通費の実費のみを支給させて頂き、無給にて配

ず、皆さん嫌な顔一つせ

ずに黙々とポスティングをしている姿には頭が下が

の拠点である上

大岡近辺の集合住宅から随時配布範囲を広げていき、

港南区、南区、磯子区、金沢区の団地等に配布しまし

た。チラシが一人でも多くのご家族やご本人の目に留

まる事を、まずは望みたいと存じます。 

スタンダードコース(以下

Ｆｌ）共に６か月と

期間が決まっているので、皆さんが慣れ親しむ頃に支

ヵ月を通し、よこは

ま型若者自立塾の名目ではありましたが、Ｓｔコース

代前半の若年層グループ、Ｆｌ

才迄の大人グループの印象

コースはその経験の少なさからか、全体

的にまだ幼さを感じる場面も多く、今がまさに青春？

の様相も見受けられ、Ｆｌ

社会経験の中で挫折されて来た印象があるのも改め

て感じています。 

さて、授業内容ですが、

ツ、森林セラピー、ボランティアと就労体験等を経て、

最終的にはキャリアデザインへと進みます

望者のみ）。就労体験先は、駄菓子屋カフェいろどり

（当法人）、南部市場、電子機器リサイクル企業、不

登校児の居場所、etc…となっております。新しい就

労体験先も開拓しています。そして、様々な授業や実

体験を踏まえつつ、得意なこと、苦手なことを確認し、

職員、ご本人、関係機関等々

決めていきます。これまでの

就職、アルバイト、大学復学、プレジョブスクール

法人事業)、etc…となっており、出来得る限りその方

それぞれに合った活動場所に繋げられるよう

ております。 

今期も、残り３か月を切りましたが、次のステー

ジへ丁寧に皆様を送り出したく存じます。
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うれしそうに大事に持って帰っ

いく姿が印象的でした。いつも、子どもたちのため
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年末にはマーラーカオ屋さんへの感謝の気持ち

を込めて、子たちと一緒にありがとうの気持ちをポ

スターに書いて、社長さんにお渡ししました。 

、コタツをウッドデッキに

置いて、自由に出入りできるようになりました。コ

タツに入るのは初めてという小学生もいて、それぞ

れで駄菓子を食べながら、遊んだり、おしゃべりし

ています。 

これからも、地域の小学生や中学生と一緒に楽しく

笑って、駄菓子を食べながら、のんびり過ごしてい

（ＹＭＳＮ 原 悦子） 

的にまだ幼さを感じる場面も多く、今がまさに青春？

Ｆｌコースにおいては、やはり

社会経験の中で挫折されて来た印象があるのも改め

、大まかには座学とスポー

ツ、森林セラピー、ボランティアと就労体験等を経て、

最終的にはキャリアデザインへと進みます(Ｆｌは希

望者のみ）。就労体験先は、駄菓子屋カフェいろどり

（当法人）、南部市場、電子機器リサイクル企業、不

…となっております。新しい就

労体験先も開拓しています。そして、様々な授業や実

得意なこと、苦手なことを確認し、

、関係機関等々と相談しながら進路先を

決めていきます。これまでの主な進路先は職業訓練、

就職、アルバイト、大学復学、プレジョブスクール(当

ており、出来得る限りその方

それぞれに合った活動場所に繋げられるよう、尽力し

月を切りましたが、次のステー

ジへ丁寧に皆様を送り出したく存じます。 

（ＹＭＳＮ 相原俊介） 
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• 会費をいただいた方(2023.10.25~2024.1.25)
•加藤久博、小松裕史、三橋淳子（

•寄付をいただいた方 (2023.10.25~2024.1.25)
•加藤久博、本多紀代、菱倉昌二
育成会、 (有)シェアグリッド
野末浩之、加藤大慈、渡辺英俊
川充子、大平次呂、鈴木玲子
者匿名（以上、敬称略）

•寄付をお願いいたします。

•郵便振替用紙を同封させていただきました

•認定NPO法人なので、寄付をいいだけると
ます。今後ともご協力よろしくお願いいたします

ご寄付のお願いと報告

• 就労フォローアップミーティング

•年1回、OB会の開催

•就労者ＳＳＴ

•日程 毎月 第１土曜日

•当事者グループ活動

当事者のためのグループ活動

• 日程 毎月第２土曜日

•会場 駄菓子屋カフェIrodori

• 「本の会」 11時00分～11

• 「子どもとみんなの食堂」

駄菓子屋カフェIrodori

「本の会」「子どもとみんなの食堂」のご案内

                                                       

                                         

(2023.10.25~2024.1.25)
、三橋淳子（以上、敬称略）

(2023.10.25~2024.1.25)
菱倉昌二、福井里江、宮崎祥司、松本まさみ、横浜市知的障害者

シェアグリッド、加瀬昭彦、佐倉洋、蟻塚浩美、田村孝章
渡辺英俊、山口亜紀、(税)エクラコンサルティング

鈴木玲子、片柳光昭、武藤守、渡辺幸子、蔡奈美、

•ありがとうございます

。

同封させていただきました。

寄付をいいだけると(所得税40%+住民税10%)最大50
今後ともご協力よろしくお願いいたします。

ご寄付のお願いと報告

就労フォローアップミーティング

曜日 時間 pm. 1：00～2：30 場所

当事者のためのグループ活動

Irodori デッキスペース

11時30分 赤ちゃんから５～７歳

「子どもとみんなの食堂」 15時～18時 どなたでも(事前予約)

Irodoriイベント

「本の会」「子どもとみんなの食堂」のご案内

                            

                                           YMSN79 

 

 

 

横浜市知的障害者
田村孝章、大倉よしの、

エクラコンサルティング、宮タズ、森
、子ども食堂参加

ありがとうございます

50%の減税になり

ＹＭＳＮ


